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令和 7 年度 熊本市医師会看護専門学校 第１看護学科 第２看護学科 准看護科 

 

自己点検・自己評価 
 

目的：熊本市医師会看護専門学校（以下本校とする）の教育活動その他学校運営状況について、自己点検・ 

自己評価を行うことにより改善点を明らかにし、教育水準の維持、向上を図るために実施する。 

方法：本校の自己点検、自己評価委員会規程に基づき、評価を実施し、その結果を分析し改善点を明らかにする。 

    本校の自己点検・自己評価は、厚生労働省が示す「看護師等養成所の教育活動に関する自己評価指針」に

則り、点検項目は 9 カテゴリー、122 下位項目を評価し、評価基準は「4 ：当てはまる」「3 ：やや当ては

まる」「2： やや当てはまらない」「1： 当てはまらない」の 4 段階順序尺度で二次元コード（QR コード）

にて集計し、得られた結果を分析し、改善点を明示し取り組む。 

      ９カテゴリー：Ⅰ教育理念・教育目的 Ⅱ教育目標 Ⅲ教育課程経営 Ⅳ教授･学習･評価過程 

             Ⅴ経営･管理過程 Ⅵ入学 Ⅶ卒業･就業･進学 Ⅷ地域社会/国際交流 Ⅸ研究 

令和 7 年度 重点目標 

１．新カリキュラムの教育活動の実践・評価を行う 

２．受験者減少対策として効果的な広報活動を行う 

 

Ⅰ 教育理念・教育目的 

 評価項目 
第１看護 

学科 n:14 

第２看護 

学科  n:7 
准看護科 

 n:4 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 教育理念・教育目的

は、自養成所の教育

上の特徴を示して

いる。 

4：93.3% 

3：6.7% 

4：85.7% 

3：14.3% 

4：75% 

3：25% 

３科とも昨年度より｢4｣

が増えている。医師会立

であることを反映させた

教育理念・教育目標を設

定し自校の教育の特徴と

して示しており、教務会

議等で理解を深める機会

を多くもった結果と考え

る。３科共通して評価が

高いことから全体的な強

みとして安定的で基盤は

強固と考える。 

 

教員の入職時ｵﾘｴﾝﾃ

ｰｼｮﾝでも行ってお

り改善していると

考える。今後も教務

会議等で理解を深

めることを意識し

て継続を図りたい。 

1-2 教育理念・教育目的

は法との整合性が

ある。 

4：93.3% 

3：6.7% 

4：85.7% 

3：14.3% 

4：75% 

3：25% 

2-1 教育理念・教育目的

は、学生にとって学

習の指針になるよ

うに具体的に示し

ている。 

4：66.7% 

3：33.3% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：75% 

3：25% 

学生便覧や実習要項で明

記し、講義や実習前のオ

リエンテーションなどで

機会がある時には必要時

適宜説明している。 

3 科の卒業生ｱﾝｹｰ ﾄで

90％以上学習の指針とな

ったと答えている。 

准看護科は経験の浅い教

員へは特に説明を行い全

員が共通理解を図るよう

にしている。 

教員評価では第 1 看

護学科 60％代昨年

と大きな変化はな

く、准看護科は｢4｣

評価は増えてはい

る。｢2｣評価がある。

第 2 看護学科は昨年

度より「4」評価が大

幅にさがっている。 

学生評価に比べる

と教員評価が低く

なっていることか

ら 3 科学生の授業評

価などを教員評価

へ反映できるよう

にする必要がある。 

2-2 教育理念・教育目的

は実際に学生の学

習の指針になって

いる。 

4：66.7% 

3：33.3% 

4：28.6% 

3：71.4% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

評価基準；4 当てはまる      3 やや当てはまる 

2 やや当てはまらない  1 当てはまらない 
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3-1 教育理念・教育目的

は、養成する看護師

等の質を保障する

ために、どのような

教育内容を設定し

ているのかを述べ

ている。 

4：86.7% 

3：13.3% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：75% 

3：25% 

学生便覧・実習要項に明

記しており、年度始めや

各科目開講時、実習ＯＲ

等で説明している。 

准看護科は｢4｣評価が高

くなり、学生の卒業時ｱﾝ

ｹｰﾄでは教育理念・目的に

沿った教育内容の達成度

は 100％であった。 

第 2 看護学科は昨年度よ

り｢4｣が低くなっている

が、｢4｣｢3｣のみとなって

おり大体当てはまると考

える。 

 

第 1 看護学科は 3-3

で評価が下がり｢養

成する看護師等の

質を保障するため

の教育環境｣が課題

と捉えている。経験

の浅い教員に対し

ても保助看法や学

校教育法を教員へ

周知できるような

機会を設ける。 

 

3-2 教育理念・教育目的

は、養成する看護師

等の質を保障する

ために、どのような

教育方法をとるの

かを述べている。 

4：60% 

3：40% 

4：28.6% 

3：71.4% 

4：75% 

2：25% 

3-3 教育理念・教育目的

は、養成する看護師

等の質を保障する

ためにどのような

教育環境をとるの

かを述べている。 

 

4：46.7% 

3：46.7% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

4-1 教育理念・教育目的

は、看護、看護学教

育、学生観について

明示している。 

4：60% 

3：40% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50% 

3：50% 

学生便覧･実習要項に明

記し教員・学生間で共有

している。実習会議で意

見を出し合い教員の教育

活動で困ったことなどを

共有し指導方法など検討

していることから指針と

なっていると考える。 

学生観については教務会

議や指導時に教員間で共

通理解し、一貫した教育

を行うようにしている。 

 

3 科とも昨年より評

価が高くなってお

り、教員指導や教務

会議等を通して教

育活動の評価とな

っていると考える。

今後も全教員が意

識して教育活動が

できるように進め

ていく。 

4-2 看護、看護学教育、

学生観は実際に教

師の教育活動の指

針となっている。 

4：53.3% 

3：46.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

5-1 教育理念・教育目的

は養成する看護師

等が卒業時点にお

いてもつべき資質

を明示している。 

4：86.7% 

3：13.3% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：100％ 入学時から卒業時の到達

目標を明示し教育にあた

っている。卒業時学生ｱﾝ

ｹｰﾄで全科 90~100％と教

員のｱﾝｹｰﾄと一致してお

り教育指導したことの結

果であると考える。今年

度は 3 科で社会人基礎力

ｱﾝｹｰﾄを実施した。第 1 看

護学科では｢自己の課題｣

は明確になっており教員

の印象と一致していた。 

 

第 1 看護学科の学生

に社会人基礎力を

実施した。 

今後は 3 科とも 1 年

次から社会人基礎

力が身につくよう

な意識づけと働き

かけをおこないデ

ィプロマ･ポリシー

を達成できるよう

に教員全員で共通

理解した関わりを

行う。 

 

 

5-2 卒業時点にもつべ

き資質は、社会に対

する看護の質を保

障するのに妥当な

ものとなっている。 

4：60% 

3：33.3% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：100％ 
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Ⅱ 教育目標 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1 教育目標は、教育理

念・教育目的と一貫

性がある。 

4：80% 

3：20% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：100％ 全科｢4｣の高評価となっ

ている。学生便覧や実習

要項、シラバスで明記し、

専任教員・実習指導教員・

学生へ紙面で配布し説明

し達成できるように取り

組んでいる。 

准看護科卒業時アンケー

トより一貫性があると評

価している。 

 

3 科高評価となって

おり教育目標の設

定は全体として適

切で、理念との整合

性も確保している

と考える。 

 

 

 

 

 

 2-1 教育目標は、設定し

た教育内容を網羅

している。 

4：73.3% 

3：26.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：100％ 教育目標は学年別到達目

標を定め、学生便覧や実

習要項、シラバスに明記

し、教育内容としている。

進級時に評価の結果を教

員・学生が共有し指導に

活用している。 

第 1 看護学科の卒業時学

生ｱﾝｹｰﾄで教育内容の満

足は分野で｢良く当ては

まる｣「大体当てはまる」

でほぼ 100％であった。 

准看護科は新ｶﾘｷｭﾗﾑ移行

の際、教育目標が教育内

容を網羅しているか考え

設定している。第 1 看護

学科同様に卒業時の学生

ｱ ﾝ ｹ ｰ ﾄ で も達成 度は

100％の結果となってい

た。 

 

2-2 教育目標は最上位

の目標として、教育

活動のゴールが読

み取れるものとな

っている。 

4：80% 

3：20% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：75% 

2：25% 

3-1 教育目標は、目標内

容と到達レベルが

対応している。 

4：73.3% 

3：26.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：100％ 教育目標は目標内容と到

達レベルが対応している

か、終講試験や看護技術

試験、実習評価で到達レ

ベルを確認し、教員・学

生が共有している。進級

時毎に評価の結果を指導

に活用している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2 教育目標は、具体的

で実現可能なもの

となっている。 

4：60% 

3：40% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：75% 

3：25% 
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4 看護実践者として

の能力を育成する

側面と、学習者とし

ての成長を促すた

めの側面から教育

目標を設定してい

る。 

4：66.7% 

3：33.3% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50% 

3：50% 

看護実践者としての能力

を看護実践能力の構成要

素を踏まえ構造図として

表し「感じ、考え、行動す

る力」をコンセプトとし

て入学時より指針として

学生に説明しカリキュラ

ムポリシーから教育内容

としている。 

「Well-being～よりよい

自分をめざして～」は看

護の提供が看護学生から

看護師へ自己の成長の指

針となるように掲げてい

る。 

3 科「4」｢3｣評価が

上がっており目標

の抽象度は適切だ

が、｢学習者の成長

を促す側面｣｢継続

教育の視点｣の評価

がやや弱く、成長支

援の視点が弱い。昨

年同様教育歴の浅

い教員に授業や演

習、実習の教育活動

を意識化し、授業や

演習、実習の教員の

教育活動に計画的

に支援する体制を

整える。 

 

5 卒業後の継続教育

の考え方を示した

上で、教育目標を設

定している。 

4：80% 

3：20% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50% 

3：50% 

Ⅲ 教育課程経営 

＜教育課程経営者の活動＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 教育課程編成者と

教職員全体は、教育

課程と授業実践、教

育評価との関連性

を明確に理解して

いる。 

4：33.3% 

3：60% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：28.6% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

教育理念に基づき教育目

標の達成に向けて教育活

動を実施している。教員

は授業評価を行ってい

る。 

3 科｢4｣｢3｣評価が全

体的には上がって

いる。 

第 1 看護学科・第 2

看護学科は｢2｣評価

があり、引き続き教

育課程の評価に取

り組めるよう時間

の確保と計画的に

分析を行う。第 1 看

護学科では授業実

践、教育評価の難し

さに対して研修等

を活用できる環境

を作っていく。 

1-2 教育課程編成者と

教職員全体は、教育

理念・教育目的の達

成に向けて一貫し

た活動を行ってい

る。 

4：53.3% 

3：40% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：28.6% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

＜教育課程編成の考え方とその具体的な構成＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 看護学の内容につ

いて明確な考え方

と根拠をもって教

育課程を編成して

いる。 

4：73.3% 

3：26.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：75% 

3：25% 

教育理念に基づき教育目

標・学年別到達目標を設

定し、学生の成長を看護

実践能力の構造図として

示すことで、カリキュラ

ムポリシー（教育課程を

編成）としてシラバスや

実習要項に明記してい

る。 

第 1 看護学科・准看

護科は｢4｣評価が上

がっているが、第 2

看護学科は｢3｣評価

が高くなっている。

カリキュラムポリ

シーやディプロマ

ポリシーを念頭に

教育課程の連動を

意識していく。 

1-2 学修の到達につい

て明確な考え方と

根拠をもって教育

課程を編成してい

る。 

4：73.3% 

3：26.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：75% 

3：25% 

1-3 学生の成長につい

て明確な考え方と

根拠をもって教育

課程を編成してい

る。 

4：60% 

3：33.3% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：75% 

3：25% 
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＜科目、単元構成＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 明確な考え方と根

拠をもって科目を

構成している。 

4：80% 

3：20% 

4：57.1% 

3：28.6% 

2：14.3% 

4：75% 

3：25% 

新カリキュラムになり科

目などを見直し、常に教

育理念・目的、教育目標

と整合性があるように考

えた。 

看護実践者の育成を考え

第 1 看護学科は「コミュ

ケーションと人間関係」

「看護と形態機能学」「多

職種連携と協働」の科目

を第 2 看護学科はｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝの時間数を増や基礎

看護技術の演習等でｼｭﾐﾚ

ｰｼｮﾝ形式を取り入れてい

る。准看護科は｢論理的思

考の基盤(論理的思考と

表現)｣「論理的思考の基

盤(情報)」｢人間と生活･

社会｣を基礎分野で学ぶ

科目とした。 

 

経験の浅い教員に

対して保助看法や

学校教育法を周知

し、研修等を活用す

る。第 2 看護学科の

｢2｣についてｶﾘｷｭﾗﾑ

改正に伴い指定規

則単位に合わせた

ので総単位数が減

少した。１科目が教

育理念･目的にどの

ように反映されて

いるのかを明確に

する機会を持つ。 

1-2 明確な考え方と根

拠をもって単元を

構成している。 

4：80% 

3：20% 

4：57.1% 

3：28.6% 

2：14.3% 

4：75% 

3：25% 

1-3 科目と単元の構成

の考え方は教育理

念・目的、教育目標

と整合性がある。 

4：80% 

3：20% 

4：57.1% 

3：28.6% 

2：14.3% 

4：100％ 

2-1 構成した科目は看

護師等を養成する

のに妥当である。 

4：73.3% 

3：13.3% 

2：13.3% 

4：57.1% 

3：28.6% 

2：14.3% 

4：75% 

3：25% 

2-2 構成した科目は養

成所の特徴をあら

わしている。 

4：73.3% 

3：20% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：42.9% 

2：14.3% 

4：75% 

3：25% 

＜教育計画＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 単位履修の方法と

その制約について

教師・学生の双方が

わかるように明示

している。 

 

 

 

 

4：66.7% 

3：26.7% 

2：6.7% 

4：85.7% 

3：14.3% 

4：50％ 

3：25％ 

1：25％ 

履修規定で明記しカリキ

ュラムガイダンスや初回

の講義、実習オリエンテ

ーションで説明してい

る。支援が必要な学生に

は履修途中でも本人や保

護者にも説明し注意喚起

している。再履修科目計

画（年間）を支援してい

る。 

再履修科目が 1 年と

2 年に同時にある場

合どちらかの科目

は欠席となり効果

的な履修とならな

い。単位制であるた

め学則等も含め総

合的に考える必要

がある。単位履修に

ついて理解が十分

でない教員へのサ

ポートを行う。 

准看護科は時間制

のため｢1｣と評価し

たと考える。時間制

における科目の履

修方法等を教員･学

生双方に分かるよ

うに必要時説明を

行い、共通理解を図

る。 

 

 

 

 

 

 

1-2 単位履修の方法は

学生の単位履修を

支援するものとな

っている。 

 

4：80% 

3：13.3% 

2：6.7% 

4：71.4% 

3：28.6% 

4：50％ 

3：25％ 

1：25％ 
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2 単位履修制の考え

方を踏まえつつ、看

護師等になるため

の学修の質を維持

できるように、科目

の配列をしている。 

4：73.3% 

3：20% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：28.6% 

2：14.3% 

4：50％ 

3：25％ 

1：25％ 

教育課程と看護実践能力

の構造図を示し、科目の

配列を可視化している。

第 2 看護学科では実際の

進度は限られた時間、講

師の都合により学修の質

を保つための理想的な科

目配列にならないことも

ある。准看護科は時間制

である。学修の質を維持

できるような科目の配列

を考えてｶﾘｷｭﾗﾑを設定し

ている。 

 

科目配列の変更時

には関連科目の担

当者と連携し、学修

の質を保つ。 

教員経験を重ねる

ごとに理解が深ま

ってきている。 

＜教育課程評価の体系＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 単位認定の基準は

看護師等に必要な

学修を認めるもの

として妥当である。 

4：80% 

3：13.3% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50％ 

3：25％ 

1：25％ 

看護師に必要な基礎的

能力を看護師国家試験

の分析から常に研鑽し

授業に反映している。

科目評価（終講試験等）

を単位認定会議にかけ

審議している。 

准看護科は時間制であ

り、履修規定に則り評

価認定している。 

 

准看護科は時間制の

ため｢1｣と評価したと

考える。教員間で共通

理解ができるように

する。 1-2 単位認定の方法は

看護師等に必要な

学修を認めるもの

として妥当である。 

4：86.7% 

3：6.7% 

2：6.7% 

4：71.4% 

3：14.3% 

2：14.3% 

4：50％ 

3：25％ 

1：25％ 

2 他の高等教育機関

と単位互換が可能

な体制を整えてい

る。 

4：80% 

3：13.3% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：50％ 

3：25％ 

1：25％ 

学則に定め、入学時申

請科目の教育内容から

既得の有無を教務会

議・運営会議で審議し

判断している 

 

 

3-1 教育課程を評価す

る体系を整えてい

る。 

4：60% 

3：33.3% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：42.9% 

2：14.3% 

4：50％ 

3：25％ 

1：25％ 

本年度第 2 看護学科と

准看護科を加え３科合

同で学校関係者評価会

議を実施することにし

た。 

今年度、教育課程評価

は学校評価以外には

使用しないことを明

記した。 3-2 評価結果の活用に

おける倫理規定を

明確にしている。 

 

4：46.7% 

3：46.7% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：42.9% 

2：14.3% 

4：50％ 

3：25％ 

1：25％ 
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＜教員の教育・研究活動の充実＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 教員が専門性を発

揮できるように、教

員の担当科目と時

間数を配分してい

る。 

4：26.7% 

3：46.7% 

2：26.7% 

4：14.3% 

3：71.4% 

2：14.3% 

4：75% 

3：25% 

3 科とも教育経験年数

と臨床経験や研修等で

学んだ内容を加味して

教員の担当科目と時間

数を配分している。 

第 1 看護学科は改善策

として専任教員と育児

休暇明けの実習指導教

員が１名ずつ増員と上

げていたが以前低い評

価となっている。第 2 看

護学科も同様に教員数

が不足して授業準備の

時間が取れていない。 

准看護科は教員不足で

あるが比較的授業準備

時間はとれている。 

 

 

3 科で専任教員の人

数不足である。経験年

数が浅い実習指導教

員への指導や学習困

難な学生への指導時

間の増加で授業準備

の時間の確保がとれ

にくい。特に第 1 看護

学科で著明である。 

令和 8 年度より専任

教員を 1 名異動し増

員することで授業準

備時間を確保する。 

業務分担ができると

ころから改善する 

准看護科は基礎看護

技術の授業時間が確

保できるように体制

を整えていく。 

 

1-2 教員が授業準備の

ための時間をとれ

る体制を整えてい

る。 

4：20% 

3：40% 

2：26.7% 

1：13.3% 

3：71.4% 

2：28.6% 

4：50％ 

3：25％ 

1：25％ 

2-1 教育課程の実践者

である教員が自ら

成長できるよう、自

己研鑽のシステム

を整えている。 

4：20% 

3：46.7% 

2：26.7% 

1：6.7% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：25% 

3：50% 

2：25% 

対面とオンラインでの

ハイブリッド研修とな

っている。ｵﾝﾗｲﾝ研修は

受講しやすく増えてい

る。 

財政面での課題もあり

教員の希望通りの研修

に参加できていなく自

己研鑽システムが十分

とはいえないと思われ

る。研修後は研修内容

を教務会議等で復興し

教員がお互いに成長で

きるようにしている。 

2-2 ３科「4」「3」で約

70％の評価となってお

り教員間の相互研鑽シ

ステムは高評価と考え

る。 

 

2-1 ３科で他項目と

比較すると｢2 ｣｢1 ｣

の％が高い。特に第 1

看護学科では＜教員

の教育・研究活動の充

実＞の全項目に課題

が集中している。教員

の働き方・研鑽環境に

改善策が必要と思わ

れる。 

オンライン研修に加

え、出張研修の参加も

促していく。 

2-2 教員が相互に成長

できるよう、相互研

鑽のシステムを整

えている。 

4：26.7% 

3：40% 

2：26.7% 

1：6.7% 

3：71.4% 

2：28.6% 

4：25% 

3：50% 

1：25% 
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＜学生の看護実践体験の保障＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 臨地実習施設は、養

成所の個別の教育

理念・教育目的・教

育目標を理解して

いる。 

4：33.3% 

3：66.7% 

4：14.3% 

3：71.4% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

年度始めに実習要項を配

布し説明している。 

病院毎に実習指導者会と

教員との会議を開催し共

通理解を図っている。 

指導者とのコミュニケー

ションは図られている。 

学校側の希望も伝えてお

り、可能な限り学習支援

体制を整えている。 

卒業時のｱﾝｹｰﾄでは｢学習

する環境が整備されてい

る｣では｢当てはまる｣｢大

体当てはまる｣で 90～

100％であった。 

 

｢2｣の評価があるこ

とから実習施設と

共通理解が図れて

いない場合がある

と考えられ、適宜説

明し協働して指導

ができるよう理解

を求めていく。 

1-2 臨地実習施設は学

生の看護実践の学

習を支援する体制

を整えている。 

4：26.7% 

3：73.3% 

4：28.6% 

3：71.4% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

2-1 臨地実習指導にお

ける学生の学びを

保障するために、臨

地実習指導者の役

割を明確にしてい

る。 

4：33.3% 

3：66.7% 

4：28.6% 

3：57.1% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

臨地実習指導者の役割と 

教員の役割は実習説明会

で説明している。 

協働体制は施設によりば

らつきがあるが、ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝがとれている場合は

整っている。 

卒業時のｱﾝｹｰﾄでは｢実習

施設の指導体制は効果的

であった｣では｢当てはま

る｣｢大体当てはまる｣で

95～100％であった。 

教員不足により説

明会に参加する経

験が少ない教員が

いるため、参加回数

を増やし体制を整

える。｢2｣と評価し

ていることから実

習施設との協働体

制構築の状況を報

告説明し教員全体

で共通理解を図る。 

2-2 臨地実習指導にお

ける学生の学びを

保障するために、教

員の役割を明確に

している。 

4：40% 

3：53.3% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：28.6% 

2：14.3% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

2-3 臨地実習指導者と

教員の協働体制を

整えている。 

4：40% 

3：60% 

4：28.6% 

3：57.1% 

2：14.3% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

3-1 学生からケアを受

ける対象者の権利

を尊重するための

考え方を明示して

いる。 

4：53.3% 

3：40% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50% 

3：50% 

受持ち患者同意書に対象

の権利を尊重する考え方

を明示している。 

実習要項に「看護職の倫

理綱領」「個人情報保護に

ついて」明示しオリエン

テーションし、同意を取

り交わしている。実習中、

何度も実習要項を用いて

指導している。 

実習ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝや実

習打ち合わせ会へ

の参加の機会を作

る。 

3-2 対象者の権利を尊

重する考え方に基

づいて、学生への指

導を計画的に行っ

ている。 

4：53.3% 

3：46.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

4-1 臨地実習において

学生が関係する事

故を把握、分析して

いる。 

4：86.7% 

3：13.3% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：75% 

2：25% 

4-1 ３科各看護学で安全

教育、安全対策の教育内

容を入れてる。 

4-2事故発生時は学生･教

員の報告書を書き振り返

ることで学習を深める機

会としている。 

３科で実習の安全管理体

制は比較的整っていると

考える。 

 

 

4-2 学生に対する安全

教育、安全対策を計

画的に行っている。 

4：66.7% 

3：33.3% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：75% 

2：25% 
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Ⅳ 教授・学習・評価過程 

＜授業内容と教育過程との一貫性＞＜看護学としての妥当性＞＜授業内容間の関連と発展＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1 授業の内容は、教育

課程との関係にお

いて、当該学生のた

めの授業内容とし

て設定されている。 

4：73.3% 

3：26.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：75% 

3：25% 

教育理念から教育課程を

編成し学生のレディネス

を考えた授業内容として

いる。 

 

2-1 授業内容のまとま

りの考え方を明確

に述べている。 

4：66.7% 

3：26.7% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50% 

3：50% 

シラバスにて科目目的・

科目目標・教育内容・教

育方法を整合性があるよ

うに明記している。 

各講義の終了後、シ

ラバスの変更等の

確認を確実に行い、

授業内容の充実を

図る。 

2-2 授業内容のまとま

りの考え方は、科目

目標との整合性を

もっている。 

 

4：80% 

3：20% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50% 

3：50% 

3 授業内容のまとま

りは、看護学の教育

内容として妥当性

がある。 

4：73.3% 

3：20% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50% 

3：50% 

授業科目において横断的

に教育内容を確認し、重

複や整合性、発展性を

日々確認している。複数

講師の際は調整が難し

い。 

 

4 授業内容間の重複

や整合性、発展性等

が明確になってい

る。 

 

4：40% 

3：60% 

4：14.3% 

3：57.1% 

2：28.6% 

4：25% 

3：75% 

＜授業の展開過程＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1 授業形態（講義、演

習、実験、実習）は、

授業内容に応じて

選択している。 

4：80% 

3：13.3% 

1：6.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：100% 教育内容に応じた授業形

態を選択している 

 

2 授業展開に用いる

指導技術について

の考え方を授業計

画等に明示し、実践

している。 

4：60% 

3：33.3% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：75% 

3：25% 

各教員の授業計画等に明

示し、授業を展開し実践

している。 

卒業時のｱﾝｹｰﾄでは｢教育

内容の満足度｣では｢当て

はまる｣｢大体当てはま

る｣で 100％であった。 

教材研究を含め教

員間で検討する。 

3 授業の展開過程の

他に、学生の学習が

深化、発展するため

の方法を意図的に

選択し、学習を支援

している。 

4：26.7% 

3：66.7% 

2：6.7% 

4：28.6% 

3：57.1% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

さまざまなレディネスの

学生に対して意図的な選

択は教員歴が浅い教員に

は難しいため教員間で助

言を行うことを心がけて

いる。 

 

 

時間的余裕がなく

教員全体への支援

体制が十分には行

われていない。 

教員の業務改善を

視野に時間の確保

を行う 

4 学生に対し効果的

な教育・指導を行う

ために、教員間の協

力体制を明確にし

ている。 

 

4：46.7% 

3：46.7% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：75% 

3：25% 

状況に応じて各教員の強

みを活かし、協力し合っ

ている。 
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＜目標達成の評価とフィードバック＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 評価計画を立案し、

実践している。 

4：60% 

3：33.3% 

2：6.7% 

4：14.3% 

3：57.1% 

2：28.6% 

4：25% 

3：75% 

評価計画は実践し結果に

基づき授業を改善してい

る。准看護科はｱﾝｹｰﾄを実

施して｢4｣｢3｣の評価とな

り改善している。 

第 1 看護学科と第 2

看護学科は各教員

の評価を集約でき

ていない。評価を集

約し分析・改善につ

なげる。 

 

1-2 評価結果に基づい

て、実際に授業を改

善している。 

4：60% 

3：33.3% 

2：6.7% 

4：28.6% 

3：57.1% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

2-1 学生および教育活

動を多面的に評価

するために、多様な

評価の方法を取り

入れている。 

4：46.7% 

3：33.3% 

2：20% 

3：57.1% 

2：28.6% 

1：14.3% 

4：25% 

3：50% 

2：25% 

講義や演習､実習の評価

だけでなく、模擬試験等

の評価を含め、個人の達

成度や課題を学生と共有

し教育活動への改善に活

かしている。 

 

2-2 教育目標の達成状

況を多面的に把握

している。 

 

4：33.3% 

3：53.3% 

2：13.3% 

3：57.1% 

2：42.9% 

4：50% 

3：50% 

3-1 学生に単位認定の

ための評価基準と

方法を公表してい

る。 

4：80% 

3：20% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：50% 

3：50% 

第 1 看護学科･第 2 看護

学科は単位制を准看護科

は時間制について学生便

覧やシラバス等を活用し

入学時ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝや開講

時に説明を行っている。

学則に則って進級認定、

卒業認定の基準･方法も

説明している。 

個人指導の必要時にも適

宜シラバス等で説明して

いる。 

 

 

3-2 単位認定の評価に

は公平性が保たれ

ている。 

4：86.7% 

3：13.3% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：75% 

3：25% 

＜学習への動機づけと支援＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 シラバスの提示や

学習への指導は、養

成所全体としての

一貫性がある。 

4：73.3% 

3：26.7% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：75% 

3：25% 

シラバスをホームページ

に掲示し、いつでも確認

できるようにしている。

入学時や開講時のｵﾘｴﾝﾃｰ

ｼｮﾝで活用し動機付けを

している。 

卒業時のｱﾝｹｰﾄでは｢支援

体制は学習の継続を助け

るものであった｣では｢当

てはまる｣｢大体当てはま

る｣で 90～100％であっ

た。 

 

 

1-2 シラバスの提示や

学習への指導は、学

生の学習への動機

づけと支援になっ

ている。 

4：53.3% 

3：46.7% 

4：28.6% 

3：57.1% 

2：14.3% 

4：75% 

3：25% 
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Ⅴ 経営・管理過程 

＜設置者の意思・指針＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 養成所の管理者は

教育理念・教育目的

についての考え方

を明示している。 

4：73.3% 

3：26.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：75% 

3：25% 

本校の教育理念・教育目

標は医師会立としての役

割を反映したものであ

り、開設当初から明文化

し共通理解をしている。 

教員の入職や異動時には

オリエンテーションを行

っている。 

必要時には教務会議や

日々のミーティングで説

明し、組織の一員として

統一された意思として一

貫性をもたせ運営し教員

と共通理解を図ってい

る。 

 

1-2 養成所の管理者は

教育課程経営につ

いての考え方を明

示している。 

4：66.7% 

3：33.3% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：75% 

3：25% 

1-3 養成所の管理者は

教育評価について

の考え方を明示し

ている。 

4：53.3% 

3：46.7% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：75% 

3：25% 

1-4 養成所の管理者は

養成所の管理運営

等についての考え

方を明示している。 

4：53.3% 

3：46.7% 

4：28.6% 

3：71.4% 

4：75% 

3：25% 

1-5 明示した管理者の

考えと、設置者の意

思とは一貫性があ

る。 

4：53.3% 

3：40% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：75% 

3：25% 

1-6 教職員は養成所の

設置者と管理者の

考え方を理解して

いる。 

4：53.3% 

3：40% 

2：6.7% 

4：28.6% 

3：71.4% 

4：75% 

3：25% 
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＜組織体制＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護学

科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 養成所の組織体制

は、教育理念・目的

を達成するための

権限や役割機能が

明確になっている。 

4：73.3% 

3：20% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：28.6% 

2：28.6% 

4：50% 

3：50% 

昨年同様、学校長・副学

校長・事務長・教務課長・

教務係長の組織体制で権

限や役割機能として校務

分掌を明確にしている。 

意思決定システムは専任

教員や実習指導教員と教

務会議・実習会議等で意

見交換し反映させ、決定

事項も周知している。 

3 科全項目｢4｣｢3｣がほぼ

70％となっているが、 

1-2､1-3、1-4 で｢2｣｢1｣

の％が目立つ。しかし 3

科過去 3 年間のﾃﾞｰﾀから

は年々｢4｣の評価は高く

なっており改善傾向にあ

ると考える。 

 

意思決定システム

は組織運営の透明

性・共有・参画性に

3 科課題である。 

｢2｣｢1｣の評価が目

立ったのは第 2 看護

学科･准看護科の進

退がはっきりして

いなかった時点で

のｱﾝｹｰﾄ調査であっ

たことが要因と考

える。今後の方向性

が決定したため、今

回の結果を踏まえ

て 3 科で組織体制を

考え本校の教育理

念のもと教育活動

を実施する。 

第 1 看護学科では教

員数が多く実習も

多いため昨年も課

題となっていた。 

全教員が会議に参

加できるよう日程

調整し決定事項が

周知できるように

整えていく。 

 

1-2 意思決定システム

が明確になってい

る。 

4：53.3% 

3：33.3% 

2：13.3% 

4：57.1% 

3：14.3% 

2：14.3% 

1：14.3% 

4：25% 

3：50% 

2：25% 

1-3 意思決定システム

は、組織構成員の意

思を反映できるよ

うに整えられてい

る。 

4：33.3% 

3：46.7% 

2：13.3% 

1：6.7% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：14.3% 

1：14.3% 

4：25% 

3：25% 

2：50% 

1-4 意思決定システム

は、決定事項が周知

できるように整え

られている。 

4：33.3% 

3：53.3% 

2：13.3% 

4：42.9% 

3：28.6% 

2：14.3% 

1：14.3% 

4：25% 

3：75% 

2-1 組織の構成と教職

員の任用の考え方

と、教育理念・教育

目的達成との整合

性がある。 

4：46.7% 

3：46.7% 

2：6.7% 

4：28.6% 

3：57.1% 

2：14.3% 

4：25% 

3：75% 

教職員の任用は看護学の

各領域を考えて行い、教

員の資質を踏まえて教員

間で補完し合うようにし

ている。 

昨年同様 3 科教員の資質

の向上に向けて教員研修

等の参加を計画的に行っ

ている。 

３科｢4｣が増えており改

善傾向にあると思われ

る。 

 

 

各教員が教育理念

から教育目的･教育

目標が達成できる

ように自己研鑽を

積みキャリアアッ

プできるように研

修等の参加を計画

的に行う。 

2-2 教職員の資質の向

上についての考え

方と対策には教育

理念・教育目的達成

との整合性がある。 

4：40% 

3：46.7% 

2：13.3% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 
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＜財政基盤＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 財政基盤を確保す

ることについての

考え方が明確であ

る。 

4：46.7% 

3：33.3% 

2：20% 

4：28.6% 

3：57.1% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

財政は毎年度決算書で収

支決算として予算と決算

を可視化し監査を受け適

正に行っている。 

第 1 看護学科は定員 70

名で入学時の定員割れは

なく財政が確保はできて

いるが、第 2 看護学科と

准看護科は学生数の減少

となり限られた予算とな

っている。 

財政について教務会議等

で周知しており、改善策

の意見を吸い上げるよう

にしている。予算内で学

習･教育の質が維持でき

るように工夫している。 

 

 

昨年同様課題とな

っている。事務とも

協力し、財政状況や

決算書を細かく教

員に説明・回覧(可視

化）し、経営・管理

過程に反映できる

ようにする。 

1-2 財政基盤を確保す

ることについての

考え方は、学習・教

育の質の維持・向上

につながっている。 

 

4：40% 

3：33.3% 

2：26.7% 

4：28.6% 

3：57.1% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

2-1 教職員は、養成所が

どのような財政基

盤によって成り立

っているかを理解

している。 

4：46.7% 

3：40% 

2：13.3% 

4：28.6% 

3：57.1% 

2：14.3% 

4：50% 

3：25% 

1：25% 

2-2 教職員のそれぞれ

の観点からの財政

についての意見は、

経営・管理過程に反

映できるようにな

っている。 

 

4：33.3% 

3：40% 

2：26.7% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：25% 

3：25% 

2：50% 
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＜施設設備の整備＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 学習・教育環境の整

備について、管理者

の考え方を明示し

ている。 

4：26.7% 

3：53.3% 

2：20% 

4：14.3% 

3：57.1% 

2：14.3% 

1：14.3% 

4：50% 

3：50% 

校舎も 16 年目で学習・教

育環境のハード面の整備

を管理会議で計画･実施

している。本年度は天井

の雨漏りの修理やエアコ

ン室外機薬品洗浄などを

行った。次年度は教職員

用給湯室流し台のﾘﾌｫｰﾑ

を行う予定である。 

 

予算との関係もあ

り整備計画がスム

ーズできていない。 

昨年と比較し第 1 看

護学科は変化はな

く准看護科が上が

っている、第 2 看護

学科は全体的に低

評価となっている。

学生は 3 年次昼間登

校となり教室確保

や移動等で不満が

ある。学生への納得

のいく説明と工夫

を全教員がおこな

えるようにする。 

設備計画の実施が

週末や休日に行わ

れ配慮してもらっ

ているが教員の認

識が低いと思われ

る。昨年度同様自己

点検の結果を文書

で提示し説明を行

い理解につなげて

いきたい。 

 

1-2 管理者の考え方に

基づいて整備計画

を立案し、実施して

いる。 

4：26.7% 

3：60% 

2：13.3% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：14.3% 

1：14.3% 

4：50% 

3：50% 

2-1 看護の専門職教育

に必要な施設設備

を計画的に整備し

ている。 

4：20% 

3：60% 

2：20% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

第１看護学科設立時に購

入したﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄﾓﾃﾞﾙ

ﾌｨｼﾞｺのＰＣを再購入し

最新の技術練習ができる

ように整備し必要時看護

教材を計画的に購入して

いる 

准看護科は学生数の減少

により（1 ｸﾗｽ）教室や実

習室の活用がスムーズに

できるようになった。 

 

教員の評価が全体

的に低いことから

教務会議等で必要

な教材や備品等の

購入について教員

の意見を吸い上げ

計画的に進めてい

く。 

ＩＣＴについては

現在本会事務局に

支援を頂いたりし

ている。専門家の助

言をもらい、本校で

できる所から取り

組むことにする。 

 

2-2 医療・看護の発展や

学生層の変化に合

わせて、施設設備を

整備・改善してい

る。 

4：26.7% 

3：46.7% 

2：20% 

1：6.7% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

3-1 養成所が設置され

ている地域環境と

の関連から学生お

よび教職員にとっ

ての福利厚生の施

設設備の整備を検

討している。 

 

4：13.3% 

3：53.3% 

2：26.7% 

1：6.7% 

3：57.1% 

2：42.9% 

4：25% 

3：25% 

2：50% 

教員や学生の要望から飲

食の販売など行って評価

しているが、令和 7 年度

は要望などの意見やアン

ケートをとっていなかっ

たため低評価の具体的な

内容が不明である。 

＜施設設備の整備

＞は全科 3 か年間で

低評価となってい

る。学生・教職員の

アンケートを 1 回/

年実施し意見を吸

い上げ改善策を考

えていく。 
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3-2 学生が学生生活を

円滑に送り、教職員

が職務を円滑に遂

行できるように施

設設備の整備して

いる。 

4：20% 

3：53.3% 

2：26.7% 

4：14.3% 

3：57.1% 

2：28.6% 

4：25% 

3：50% 

2：25% 

福利厚生等は熊本

市医師会本会事務

局とも協議が必要

と考える。 

＜学生生活の支援＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 学生が入学後に学

修を継続できる支

援体制を多角的に

整えている。 

4：46.7% 

3：46.7% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：50% 

3：50% 

第 1 看護学科と第 2 看護

学科は入学時、三年間のｽ

ｹｼﾞｭｰﾙを学生と保護者へ

説明し支援について教員

と共有している。入学後

は３科とも担任と学生の

二者面談を行っている。 

第２看護学科は今年度 3

年次の模擬試験の成績低

迷のためﾁｭｰﾀｰ制を導入

し偏差値は上がった。 

学生が学修を継続できる

よう教務会議で情報共有

し体制を適宜整えてい

る。 

入学案内や入学前に日本

学生支援機構や病院から

の奨学金、県の修学資金

などの案内をしている。 

第 1 看護学科と第 2 看護

学科の社会人入学生には

「専門実践教育訓練の給

付金」の指定を受けてお

り案内している。奨学金

などのパンフレットを閲

覧しやすいようにラウン

ジに置いている。 

学修継続ができ休学・退

学がないように学習面や

生活面について指導し教

員のカウンセリングやカ

ウンセラーなどの活用も

行っている 

准看護科の卒業時ｱﾝｹｰﾄ

でも支援体制は学習の継

続を助けるものと答えた

学生が 90～100％であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

自己学習室をもっ

と自由に活用でき

るように環境を整

える。 

欠席が多い学生に

関する支援体制の

強化と動機付けと

してＩＴの活用を

する。 

教員間で共通理解

し、一貫して個別に

支援体制を更に整

えていくことに注

力する。 

1-2 学生が活用しやす

いように学生生活

の支援体制を整え

ている。 

4：46.7% 

3：53.3% 

4：42.9% 

3：42.9% 

2：14.3% 

4：25% 

3：75% 

1-3 支援体制は、実際に

学生に活用され、学

修の継続を助けて

いる。 

4：33.3% 

3：60% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：42.9% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 
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＜養成所に関する情報提供＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 教育・学習活動に関

する情報提供を関

係者（保護者等）に

行っている。 

4：33.3% 

3：66.7% 

4：14.3% 

3：42.9% 

2：28.6% 

1：14.3% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

関係者（保護者等）との

三者面談は３科とも必要

と思われる時に、准看護

科は 20 歳未満の学生に

行い協力･支援を依頼し

ている。その後も必要時

電話連絡、面談を実施し

支援体制を整えている。 

 

1-2 関係者（保護者等）

への情報提供は関

係者から協力・支援

を得ることにつな

がっている。 

 

4：33.3% 

3：66.7% 

4：14.3% 

3：42.9% 

2：28.6% 

1：14.3% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

2-1 看護師等を養成す

る機関としての存

在を、十分にアピー

ルする広報活動を

適切に行っている。 

4：40% 

3：53.3% 

2：6.7% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：25% 

3：50% 

2：25% 

ホームページや高校訪

問・ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ、オープンキ

ャンパス、一日看護学生

体験、ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑなどから

本校の学生の様子や校内

の学習環境をアピールし

積極的に広報活動を行っ

ている。 

 

2-2 広報の内容は、社会

的説明責任を果た

すものになってい

る。 

 

4：33.3% 

3：53.3% 

2：13.3% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：50% 

3：25% 

2：25% 

＜養成所の運営計画と将来構想＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 養成所は明確な将

来構想のもとに、運

営の中・長期計画、

短期計画、年間計画

を立案している。 

4：33.3% 

3：60% 

2：6.7% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：50% 

3：50% 

医師会立であることから

看護学校事業計画を運営

会議、医師会総会等で発

表し意見をもらってい

る。 

少子化により 3 科と

も受験生の減少と

なっている。定員割

れが続く第 2 看護学

科と准看護科は今

後の方針が示され

たことから運営計

画通りに実施する。 

1-2 その実施・評価は将

来構想との整合性

をもっている。 

 

 

4：33.3% 

3：53.3% 

2：13.3% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：50% 

3：50% 
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＜自己点検・自己評価体制＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 自己点検・自己評価

の意味と目的を理

解している。 

4：46.7% 

3：46.7% 

2：6.7% 

4：57.1% 

3：28.6% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

細則に規定しており自己

点検・自己評価の意味と

目的は明確にし、アンケ

ート実施はしていた。 

結果の分析と改善など教

員へ十分に周知できなか

った。 

自己点検・自己評価

の意味と目的や知

識・方法を教員へ周

知できるように会

議で検討する。 

1-2 実際に自己点検・自

己評価を行うため

の知識と方法を明

確にもっている。 

 

4：20% 

3：66.7% 

2：13.3% 

4：42.9% 

3：42.9% 

2：14.3% 

4：25% 

3：50% 

2：25% 

2-1 自己点検・自己評価

体制を整え、運用し

ている。 

4：40% 

3：53.3% 

2：6.7% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：25% 

3：50% 

2：25% 

昨年度は第 1 看護学科の

み委員会を立ち上げ学校

関係者評価会議で評価と

改善点を明確したが、結

果を活かすことができず

カリキュラム運営、授業

実施にフィードバックが

できなかった。第 2 看護

学科や准看護科はｱﾝｹｰﾄ

実施のみで分析していな

かったことから 3 科とも

教育理念・教育目的・教

育目標の維持・改善につ

ながるように機能するこ

とができなかった。 

昨年より 3 科とも全

体的に評価が低く

なっていた。 

本年度より学校関

係者評価会議を 3 科

合同で実施するこ

とで評価と改善点

を明確にし、教育理

念・教育目的・教育

目標の維持・改善に

つながるように機

能させる。 

2-2 自己点検・自己評価

は、養成所のカリキ

ュラム運営、授業実

施にフィードバッ

クするように機能

している。 

4：33.3% 

3：53.3% 

2：13.3% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

4：25% 

3：75% 

2-3 自己点検・自己評価

体制は、養成所の教

育理念・教育目的・

教育目標の維持・改

善につながるよう

に機能している。 

 

4：26.7% 

3：60% 

2：13.3% 

4：42.9% 

3：28.6% 

2：28.6% 

4：25% 

3：75% 

Ⅵ 入学 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1 教育理念・教育目的

との一貫性をもっ

て入学者選抜につ

いての考え方を述

べている。 

4：33.3% 

3：60% 

2：6.7% 

4：14.3% 

3：57.1% 

2：28.6% 

4：25% 

3：75% 

3 科とも教育理念・教育

目的に沿ってアドミッシ

ョン・ポリシーを指針と

して入学試験を実施して

いる。少子化と社会状況

から受験生の減少により

ほぼ全員入学の状況であ

る。受験科目の選定など

行っているが、入学者選

抜方法の妥当性及び教育

効果の検証は不十分と考

える。 

 

昨年同様、少子化で

受験生の減少は避

けられないため、入

学した学生には丁

寧に学力と生活の

指導を行っている。 

教員の方が疲弊ぎ

みとなっているこ

とから学生指導に

ついて教員間で情

報共有し、カウンセ

ラーや学生指導教

員からのアドバイ

ス、カウンセリング

を実施している。 

教員に時間的余裕

ができるようにす

ることも必要と考

える。 

 

 

 

 

2 入学者状況、入学者

の推移について、入

学者選抜方法の妥

当性及び教育効果

の視点から分析し、

検証している。 

4：26.7% 

3：66.7% 

2：6.7% 

4：14.3% 

3：28.6% 

2：57.1% 

4：25% 

3：75% 
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Ⅶ 卒業・就業・進学 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1 卒業時の到達状況

を捉える方法が明

確であり、計画的に

行っている。 

 

4：46.7% 

3：53.3% 

4：14.3% 

3：71.4% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

進級時、卒業時の教育内

容・看護技術到達度などｱ

ﾝｹｰﾄを計画的にとり振り

返る機会としている。看

護師国家試験･准看護師

試験の合格率、個々の獲

得点数を分析・把握し教

員全員で共有して各自の

教育活動に活かしている 

 

 

 

 

 

2-1 卒業時の到達状況

を分析している。 

4：40% 

3：60% 

4：57.1% 

3：42.9% 

4：50% 

3：50% 

2-2 卒業生の就業・進学

状況を分析してい

る。 

4：46.7% 

3：46.7% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：57.1% 

4：75% 

3：25% 

卒業生全員の就職先・進

学先を把握し、次年度の

学生指導に活かしてい

る。１年次より熊本の地

域に根差した看護師養成

について話をしている。

８割から 9 割以上の熊本

県内の就職となってい

る。 

第 1 看護学科の｢2｣

では全教員への情

報共有を行ってい

なかった。教務会議

等で開示していく。 

2-3 卒業生の到達状況、

就業・進学状況につ

いての分析結果は、

教育理念・教育目標

との整合性がある。 

4：33.3% 

3：53.3% 

2：13.3% 

4：42.9% 

3：42.9% 

2：14.3% 

4：50% 

3：50% 

学生の卒業時ｱﾝｹｰﾄ結果、

就職状況から教育理念・

教育目標との整合性はあ

ると考える。 

 

3-1 卒業生の就業先で

の評価を把握し、問

題を明確にしてい

る。 

4：20% 

3：53.3% 

2：20% 

1：6.7% 

3：57.1% 

2：42.9% 

3：75% 

1：25% 

病院から就職募集での来

校時や実習打ち合わせ会

の際、卒業生の様子を聞

き把握している。 

｢1｣｢2｣の評価があ

る。 

ｱﾝｹｰﾄ調査の実施や

調査体制が不十分

で、卒業生からの直

接的情報も少ない

ことから統計的な

整理はしているが

分析が弱い。 

今年度第 1 看護学科

は卒業前にﾎｰﾑｶﾐﾝ

ｸﾞﾃﾞｨの日程を案内

し、多数の参加を促

し、卒業時には再度

校訓などをスピー

チに交えた。 

計画的なｱﾝｹｰﾄ調査

と調査体制を整え

評価できるように

する。 

3-2 卒業生の就業先と

の情報交換や調査

の実施等ができる

体制を整えている。 

 

4：20% 

3：60% 

2：13.3% 

1：6.7% 

3：57.1% 

2：42.9% 

3：50% 

2：50% 

4-1 卒業生の活動状況

を把握し、統計的に

整理している。 

4：13.3% 

3：66.7% 

2：13.3% 

1：6.7% 

3：28.6% 

2：57.1% 

1：14.3% 

3：50% 

2：25% 

1：25% 

第 1 看護科はホームカミ

ングを実施し現状の把握

と学校に望むことの意見

を得られたが２日間に渡

り一同に集まることがで

きなかった。 

第 2 看護科は卒業生来校

人数が多く、その都度状

況を聞いている。 

准看護科は本校第 2 看護

科へ進学した学生や実習

施設に就職した学生、卒

業後に来校した学生から

活動状況を聞き把握して

いる。 

4-2 卒業生の活動状況

の分析結果を、教育

理念・教育目的・教

育目標、授業の展開

に活用している。 

4：13.3% 

3：46.7% 

2：33.3% 

1：6.7% 

3：57.1% 

2：42.9% 

3：50% 

2：25% 

1：25% 
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Ⅷ 地域社会／国際交流 

＜地域社会＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 社会との連携に向

けて、地域のニーズ

を把握している。 

4：20% 

3：53.3% 

2：20% 

1：6.7% 

4：14.3% 

3：71.4% 

2：14.3% 

4：25% 

3：75% 

熊本市内の中心部に位置

し、熊本市医師会本会と

同じ建物で、熊本市医師

会病院熊本地域医療セン

ターがあることから地域

の特徴は把握しやすい立

地の学校である。 

熊本県内の医療施設や福

祉施設を在院としている

学生が准看護科は 3 割程

度、第 2 看護学科は 9 割

程度おり、地域医療の一

旦を担っていると考え

る。第 1 看護学科は市内

のみならず県内全域の就

職活動を支援している。 

第２看護学科は老年看護

学の授業の一環として本

荘地区自治会の高齢者と

本荘小学生を招いて｢世

代間交流会｣を学生主体

で運営し教育活動として

情報の発信も行った。 

地域のｲﾍﾞﾝﾄにボランテ

ィアに参加したり、オー

プンキャンパス等の情報

発信に力をいれﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

やｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑで行った。 

＜地域社会＞は全

体的に｢3｣｢2｣の評

価が高い。 

第 2 看護学科･准看

護科は高評価の項

目があるが、第 1 看

護学科が昨年同様

に低評価となって

いる。 

地域内の学習・教育

活動が第 2 看護学科

の学生のみの参加

となっている。なる

べく卒業までに 3 科

全員の学生が何ら

かの地域交流活動

に参加できるよう

にカリキュラムを

見直し教育活動が

できるような時間

の確保を検討する 

1-2 看護教育活動を通

して地域社会への

貢献を組織的に行

っている。 

4：13.3% 

3：60% 

2：20% 

1：6.7% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

3：100% 

2-1 養成所の教育活動

について、地域社会

のニーズを把握す

る手段をもってい

る。 

4：20% 

3：66.7% 

2：6.7% 

1：6.7% 

4：14.3% 

3：71.4% 

2：14.3% 

3：50% 

2：50% 

2-2 養成所から地域社

会への情報を発信

する手段をもって

いる。 

4：13.3% 

3：53.3% 

2：33.3% 

4：28.6% 

3：42.9% 

2：28.6% 

3：50% 

2：50% 

3-1 養成所が設置され

ている地域の特徴

を把握している。 

4：20% 

3：66.7% 

2：6.7% 

1：6.7% 

3：85.7% 

2：14.3% 

4：25% 

3：50% 

2：25% 

3-2 地域内における諸

資源を養成所の学

習・教育活動に取り

入れている。 

4：13.3% 

3：60% 

2：26.7% 

4：14.3% 

3：71.4% 

2：14.3% 

4：25% 

3：25% 

2：50% 

＜国際交流＞ 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1 国際的視野を広げ

るための授業科目

を設定している。 

4：40% 

3：53.3% 

2：6.7% 

4：42.9% 

3：57.1% 

3：75% 

1：25% 

授業科目では第 1 看護学

科･第 2 看護学科は外国

人講師の科目を設定し国

際的視野を広げるように

している。准看護科は新ｶ

ﾘｷｭﾗﾑより｢英語｣を｢人間

と生活･社会｣に変更し国

際的な内容を盛り込んで

いる。ｺﾛﾅ禍以前のような

留学や帰国子女の受け入

れ、外国医師団の学校訪

問などがない状態が続い

ている。 

准看護科は以前外国籍の

学生を数名受け入れ、日

本語や文化、言葉遣い、

文章の書き方など学生に

合わせた指導を行ったこ

とはある。 

コロナ禍以前の様

な対象者がいなく、

情報提供や環境が

整っていない。 

なるべく早期にコ

ロナ禍以前のよう

に体制や環境を整

えていきたい。 

2 国際的視野を広げ

るための自己学習

に適した環境を整

えている。 

3：60% 

2：33.3% 

1：6.7% 

3：71.4% 

1：28.6% 

3：50% 

2：25% 

1：25% 

3 海外からの帰国学

生や留学生の受け

入れ体制を整えて

いる。 

3：33.3% 

2：33.3% 

1：33.3% 

3：28.6% 

2：14.3% 

1：57.1% 

3：25% 

2：25% 

1：50% 

4 留学や海外におい

て看護職に就くこ

と等を希望する学

生に対応できる体

制を整えている。 

4：6.7% 

3：26.7% 

2：46.7% 

1：20% 

2：57.1% 

1：42.9% 

3：25% 

2：25% 

1：50% 
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Ⅸ 研究 

 評価項目 
第１看護 

学科 
第２看護 

学科 
准看護科 現状の取組状況 課題と改善策 

1 教員の研究活動を

保障（時間的、財政

的、環境的）してい

る。 

4：13.3% 

3：40% 

2：13.3% 

1：33.3% 

3：28.6% 

2：57.1% 

1：14.3% 

4：25% 

3：25% 

2：25% 

1：25% 

第 2 看護学科と准看護科

は教員数が少なく、第 1

看護学科は専任教員数が

少ないため、学生指導や

教員指導に時間を多く取

っていることなどから勤

務時間内に研究時間を組

み込むことができないま

まで、昨年同様変わって

いない。 

オンライン研修を積極的

に参加し、研究成果を学

習するようにしている。 

 

 

教員の研究時間の

確保や研究活動の

支援体制を整える

ことが必要と考え

る。 2 教員の研究活動を

助言・検討する体制

を整えている。 

4：13.3% 

3：33.3% 

2：26.7% 

1：26.7% 

4：14.3% 

3：14.3% 

2：71.4% 

3：50% 

2：50% 

3 研究に価値をおき、

研究活動を教員相

互で支援し合う文

化的素地が養成所

内にある。 

4：13.3% 

3：33.3% 

2：26.7% 

1：26.7% 

3：28.6% 

2：57.1% 

1：14.3% 

3：75% 

1：25% 

 



令和６年度 

 

自己点検・自己評価 
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令和６年度 熊本市医師会看護専門学校 第１看護学科 

 

自己点検・自己評価 
 

目的：熊本市医師会看護専門学校（以下本校とする）の教育活動その他学校運営状況について、自己点検・ 

自己評価を行うことにより改善点を明らかにし、教育水準の維持、向上を図るために実施する。 

方法：本校の自己点検、自己評価委員会規程に基づき、評価を実施し、その結果を分析し改善点を明らかにする。 

    本校の自己点検・自己評価は、厚生労働省が示す「看護師等養成所の教育活動に関する自己評価指針」に

則り、 9 カテゴリー（大項目）、122（細項目）点検項目とし評価基準は「4 ：当てはまる」「3 ：やや当

てはまる」「2： やや当てはまらない」「1： 当てはまらない」の 4 段階順序尺度で二次元コード（QR コ

ード）にて集計し、得られた結果を分析し、改善点を明示し取り組む。 

令和６年度 重点目標 

１．新カリキュラムの完成年度より教育活動の実践を行う 

２．受験者減少対策として効果的な広報活動を行う 

 

Ⅰ 教育理念・教育目的 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 教育理念・教育目

的は、自養成所の

教育上の特徴を示

している。 

4：90% 

3：10% 

4：72.7％ 

3：27.3％ 

医師会立であることを反映さ

せた教育理念・教育目標を設

定し自校の教育の特徴として

示している。新カリキュラム

となり、法との整合性がある

ように再度見直し各教員の理

解を深める機会とした。 

Ｒ5 年度より全体的に「3」

評価が増えている。新カリ

キュラムの見直しを行い

各教員がより理解を深め

つつあることの結果と考

える。 

教務会議など問題が起き

た時だけでなく朝のミー

ティングなどで理解を深

める機会を多くする。 

1-2 教育理念・教育目

的は法との整合性

がある。 

4：100％ 4：72.7％ 

3：27.3％ 

2-1 教育理念・教育目

的は、学生にとっ

て学習の指針にな

るように具体的に

示している。 

4：80% 

3：20% 

4：63.6％ 

3：36.4％ 

学生便覧や実習要項、シラバ

スで明記し、講義や実習前の

オリエンテーション、機会が

ある時にはその都度説明して

いる。 

 

2-2 教育理念・教育目

的は実際に学生の

学習の指針になっ

ている。 

4：40% 

3：60% 

4：54.5％ 

3：45.5％ 

毎回担任や実習指導教員で説

明しており卒業時学生アンケ

ートで「教育理念は自己の学

習の指針になった」は「よく

当てはまる」34.8％、「大体当

てはまる」63.8％で 98.6％で

あったことと教員もほぼ同様

の結果となっていることから

学習の指針として活用してい

る。 

 

3-1 教育理念・教育目

的は、養成する看

護師等の質を保障

するために、どの

ような教育内容を

設定しているのか

を述べている。 

4：60% 

3：40% 

4：63.6％ 

3：36.4％ 

学生便覧・シラバス・実習要

項に明記し、年度始めや各実

習ＯＲ等で説明している。 

各教員がどのように述べ

ているか話し合う機会を

持ち、教員間の教育活動が

統一できるようにする。 

評価基準：4 当てはまる      3 やや当てはまる 

2 やや当てはまらない  1 当てはまらない 
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3-2 教育理念・教育目

的は、養成する看

護師等の質を保障

するために、どの

ような教育方法を

とるのかを述べて

いる。 

4：50% 

3：50% 

4：54.5％ 

3：45.5％ 

3-3 教育理念・教育目

的は、養成する看

護師等の質を保障

するために、どの

ような教育環境を

とるのかを述べて

いる。 

4：50% 

3：40% 

2：10% 

4：54.5％ 

3：45.5％ 

4-1 教育理念・教育目

的は、看護、看護学

教育、学生観につ

いて明示してい

る。 

4：30% 

3：70% 

4：54.5％ 

3：45.5％ 

実習要項に明記し教員・学生

間で共有している。実習会議

で意見を出し合い教員の教育

活動で困ったことなどを共有

し指導方法などを検討してい

ることから指針となっている

と考える。 

 

4-2 看護、看護学教育、

学生観は実際に教

師の教育活動の指

針となっている。 

4：30% 

3：70% 

4：45.5％ 

3：54.5％ 

 

5-1 教育理念・教育目

的は養成する看護

師等が卒業時点に

おいてもつべき資

質を明示してい

る。 

4：60% 

3：40% 

4：63.6％ 

3：36.4％ 

卒業時学生アンケートで「教

育理念は自己の学習の指針に

なった」は「よく当てはまる」

「大体当てはまる」で 98.6％

であった、また「専門学校と

しての特徴：専門的な知識・

技術」は「よく当てはまる」

「大体当てはまる」100％であ

った。「専門学校としての特

徴：専門職業人としての態度

が身につく」も 100％であっ

たことから明示し教育指導し

たことの結果であると考え

る。 

 

社会人基礎力について記

述式で実施したため個人

の評価内容は分かるが全

体的な客観的評価として

示すことができず活かす

ことができなかった。 

社会人基礎力チェックリ

ストを用いて評価基準（期

待される能力）から客観的

なデータを収集し分析す

る。 

5-2 卒業時点にもつべ

き資質は、社会に

対する看護の質を

保障するのに妥当

なものとなってい

る。 

4：50% 

3：50% 

4：54.5％ 

3：45.5％ 
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Ⅱ 教育目標 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1 教育目標は、教育理

念・教育目的と一貫

性がある。 

4：100％ 4：90.9％ 

3：9.1％ 

学生便覧や実習要項、シラバ

スで明記し専任教員・実習指

導教員・学生へ紙面で配布し

説明している。取り組みは同

じであるが、令和６年度は評

価が４と３に分かれたが、合

わせると 100％となり、より

具体的に評価した結果と考え

られる。 

 

 

2-1 教育目標は、設定し

た教育内容を網羅

している。 

4：90% 

3：10% 

4：81.8％ 

3：18.2％ 

教育目標は学年別到達目標を

定め、学生便覧や実習要項、

シラバスに明記し、教育内容

としている。進級時に評価の

結果を教員・学生が共有し指

導に活用している。 

 

 

2-2 教育目標は最上位

の目標として、教育

活動のゴールが読

み取れるものとな

っている。 

4：100％ 4：63.6％ 

3：36.4％ 

3-1 教育目標は、目標内

容と到達レベルが

対応している。 

4：70% 

3：30% 

4：72.7％ 

3：27.3％ 

終講試験や看護技術試験で到

達レベルを確認し、教員・学

生が共有している。進級時毎

に評価の結果を指導に活用し

ている。 

 

3-2 教育目標は、具体的

で実現可能なもの

となっている。 

4：60% 

3：40% 

4：45.5％ 

3：54.5％ 

4 看護実践者として

の能力を育成する

側面と、学習者とし

ての成長を促すた

めの側面から教育

目標を設定してい

る。 

4：60% 

3：40% 

4：72.7％ 

3：27.3％ 

看護実践者としての能力を看

護実践能力の構成要素を踏ま

え構造図として表し「感じ、

考え、行動する力」をコンセ

プトとして入学時より指針と

して学生に説明しカリキュラ

ムポリシーから教育内容とし

ている。 

「Well-being～よりよい自分

をめざして～」は看護の提供

が看護学生から看護師へ自己

の成長の指針となるように掲

げている。 

[３]の評価があることか

ら教育歴の浅い教員に授

業や演習、実習の教育活動

に意識化し、授業や演習、

実習の教員の教育活動に

計画的に支援する体制を

整える。 

5 卒業後の継続教育

の考え方を示した

上で、教育目標を設

定している。 

4：60% 

3：40% 

4：72.7％ 

3：27.3％ 
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Ⅲ 教育課程経営 

＜教育課程経営者の活動＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 教育課程編成者と

教職員全体は、教育

課程と授業実践、教

育評価との関連性

を明確に理解して

いる。 

4：20% 

3：80% 

4：36.4％ 

3：54.5％ 

2：9.1％ 

教育理念に基づき教育目標の

達成に向けて教育活動を実施

している。教員は授業評価を

行っている。 

教育課程と授業評価の関

連の分析や教員間の共有

ができていない。 

教員全体として教育課程

の評価に取り組めるよう

時間の確保と計画的に分

析を行う。 1-2 教育課程編成者と

教職員全体は、教育

理念・教育目的の達

成に向けて一貫し

た活動を行ってい

る。 

4：20% 

3：80% 

4：36.4％ 

3：63.6％ 

＜教育課程編成の考え方とその具体的な構成＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 看護学の内容につ

いて明確な考え方

と根拠をもって教

育課程を編成して

いる。 

4：50% 

3：50% 

4：63.6％ 

3：36.4％ 

教育理念に基づき教育目標・

学年別到達目標を設定し、学

生の成長を看護実践能力の構

造図として示すことで、カリ

キュラムポリシー（教育課程

を編成）としてシラバスや実

習要項に明記している。 

 

1-2 学修の到達につい

て明確な考え方と

根拠をもって教育

課程を編成してい

る。 

4：50% 

3：50% 

4：63.6％ 

3：36.4％ 

1-3 学生の成長につい

て明確な考え方と

根拠をもって教育

課程を編成してい

る。 

4：50% 

3：50% 

4：45.5％ 

3：54.5％ 

＜科目、単元構成＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 明確な考え方と根

拠をもって科目を

構成している。 

4：60% 

3：40% 

4：54.5％ 

3：45.5％ 

新カリキュラムになり科目な

どを見直し常に教育理念・目

的、教育目標と整合性がある

ように考えた。 

本学科が考える看護実践者の

育成を考え「コミュケーショ

ンと人間関係」「看護と形態機

能学」「多職種連携と協働」の

科目を新たに編成した。 

 

 

 

 1-2 明確な考え方と根

拠をもって単元を

構成している。 

4：50% 

3：50% 

4：54.5％ 

3：45.5％ 

1-3 科目と単元の構成

の考え方は教育理

念・目的、教育目標

と整合性がある。 

4：50% 

3：50% 

4：54.5％ 

3：45.5％ 

2-1 構成した科目は看

護師等を養成する

のに妥当である。 

4：60% 

3：40% 

4：72.7％ 

3：27.3％ 

2-2 構成した科目は養

成所の特徴をあら

わしている。 

4：40% 

3：50% 

2：10% 

4：54.5％ 

3：45.5％ 
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＜教育計画＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 単位履修の方法と

その制約について

教師・学生の双方

がわかるように明

示している。 

4：50% 

3：50% 

4：63.6% 

3：27.3% 

2：9.1% 

履修規定で明記しカリキュラ

ムガイダンスや初回の講義や

実習オリエンテーションで説

明している。支援が必要な学

生には履修途中でも本人や保

護者にも説明し注意喚起して

いる。 

 

1-2 単位履修の方法は

学生の単位履修を

支援するものとな

っている。 

4：50% 

3：50% 

4：63.6% 

3：36.4% 

2 単位履修制の考え

方を踏まえつつ、

看護師等になるた

めの学修の質を維

持できるように、

科目の配列をして

いる。 

4：40% 

3：60% 

4：45.5% 

3：54.5% 

教育課程と看護実践能力の構

造図を示し、科目の配列を可

視化している。 

 

＜教育課程評価の体系＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 単位認定の基準は

看護師等に必要な

学修を認めるもの

として妥当であ

る。 

4：70% 

3：30% 

4：63.6% 

3：36.4% 

看護師に必要な基礎的能力を

看護師国家試験の分析から常

に研鑽し授業に反映してい

る。科目評価（終講試験等）を

単位認定会議にかけ審議して

いる。 

 

1-2 単位認定の方法は

看護師等に必要な

学修を認めるもの

として妥当であ

る。 

4：70% 

3：30% 

4：72.7% 

3：27.3% 

2 他の高等教育機関

と単位互換が可能

な体制を整えてい

る。 

4：60% 

3：40% 

4：54.5% 

3：45.5% 

学則に定め、入学時申請科目

の教育内容から既得の有無を

教務会議・運営会議で審議し

判断している。 

 

3-1 教育課程を評価す

る体系を整えてい

る。 

4：30% 

3：60% 

2：10% 

4：45.5% 

3：45.5% 

2：9.1% 

自己点検自己評価委員会規定

を定め、今回学校関係者評価

会議を実施し整えつつある。 

 

評価結果における倫理規

定は明確ではない。 

今年度作成を予定とする。 

3-2 評価結果の活用に

おける倫理規定を

明確にしている。 

4：20% 

3：70% 

2：10% 

4：36.4% 

3：54.5% 

2：9.1% 

＜教員の教育・研究活動の充実＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 教員が専門性を発

揮できるように、

教員の担当科目と

時間数を配分して

いる。 

4：10% 

3：80% 

2：10% 

4：45.5% 

3：54.5% 

教育経験年数と臨床経験や研

修等で学んだ内容を加味して

教員の担当科目と時間数を配

分している。 

専任教員の人数不足で授業準

備の時間がとれていない。 

授業を担う専任教員数が

不足し、経験年数が浅い実

習指導教員への指導等で

授業準備の時間の確保が

とれにくい。 

本年度より専任教員と育

児休暇明けの実習指導教

員が１名ずつ増員となっ

ている。 

1-2 教員が授業準備の

ための時間をとれ

る体制を整えてい

る。 

3：40% 

2：40% 

1：20% 

4：18.2% 

3：54.5% 

2：18.2% 

1：9.1% 
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2-1 教育課程の実践者

である教員が自ら

成長できるよう、

自己研鑽のシステ

ムを整えている。 

3：60% 

2：30% 

1：10% 

4：9.1% 

3：63.6% 

2：18.2% 

1：9.1% 

教員はコロナ禍で学会等の参

加が減り、オンライン研修を

行っているが、自己研鑽シス

テムが十分とはいえない。 

教員の判断能力など育成

する自己研鑽や相互研鑽

のシステムが十分に行え

ていない。 

教員の増員により自己研

鑽の時間を確保する。 2-2 教員が相互に成長

できるよう、相互

研鑽のシステムを

整えている。 

3：60% 

2：20% 

1：20% 

4：9.1% 

3：63.6% 

2：18.2% 

1：9.1% 

＜学生の看護実践体験の保障＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 臨地実習施設は、養成所

の個別の教育理念・教育

目的・教育目標を理解し

ている。 

4：10% 

3：80% 

2：10% 

4：27.3% 

3：72.7% 

年度始めに記載されて

いる実習要項を配布し

ている。 

病院毎に実習指導者会

と教員との会議を年に

４回開催し、指導者と

のコミュニケーション

はとれている。 

実践場面で教員とのコミ

ュニケーションから理解

していると思われるが、時

間的余裕がないため具体

的な内容は不明である。 

再度施設と確認し合う。 

1-2 臨地実習施設は学生の看

護実践の学習を支援する

体制を整えている。 

4：20% 

3：70% 

2：10% 

4：54.5% 

3：45.5% 

2-1 臨地実習指導における学

生の学びを保障するため

に、臨地実習指導者の役

割を明確にしている。 

4：20% 

3：80% 

4：36.4% 

3：63.6% 

開校当初は役割を文書

で確認し合っていた

が、近年は実習場面や

会議等で確認し合って

いるのみである。協働

体制は施設などでばら

つきはあるが、年度毎

に話し合い改善はして

いる。 

教員と実習指導教員の両

者の役割について指導案

等で再度見直す。 

 

2-2 臨地実習指導における学

生の学びを保障するため

に、教員の役割を明確に

している。 

4：20% 

3：80% 

4：54.5% 

3：45.5% 

2-3 臨地実習指導者と教員の

協働体制を整えている。 

4：30% 

3：60% 

2：10% 

 

4：63.6% 

3：36.4% 

3-1 学生からケアを受ける対

象者の権利を尊重するた

めの考え方を明示してい

る。 

4：30% 

3：60% 

2：10% 

4：54.5% 

3：45.5% 

実習要項に「看護職の

倫理綱領」「個人情報保

護について」明示しオ

リエンテーションし、

同意を取り交わしてい

る。実習中、何度も実習

要項を用いて指導して

いる。 

 

3-2 対象者の権利を尊重する

考え方に基づいて、学生

への指導を計画的に行っ

ている。 

4：30% 

3：50% 

2：20% 

4：45.5% 

3：54.5% 

4-1 臨地実習において学生が

関係する事故を把握、分

析している。 

4：40% 

3：60% 

4：72.7% 

3：27.3% 

各看護学で安全教育、

安全対策の教育内容を

入れている。事故発生

時は報告書を書かせ振

り返り学習をしてい

る。 

 

 

4-2 学生に対する安全教育、

安全対策を計画的に行っ

ている。 

4：30% 

3：70% 

4：54.5% 

3：45.5% 
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Ⅳ 教授・学習・評価過程 

＜授業内容と教育過程との一貫性＞＜看護学としての妥当性＞＜授業内容間の関連と発展＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1 授業の内容は、教育課程

との関係において、当該

学生のための授業内容と

して設定されている。 

4：40% 

3：60% 

4：63.6% 

3：36.4% 

教育理念から教育課程を

編成し学生のレディネス

を考えた授業内容として

いる。 

 

2-1 授業内容のまとまりの考

え方を明確に述べてい

る。 

4：30% 

3：70% 

4：63.6% 

3：27.3% 

2：9.1% 

シラバスにて科目目的・

科目目標・教育内容・教

育方法を整合性があるよ

うに明記している。 

 

2-2 授業内容のまとまりの考

え方は、科目目標との整

合性をもっている。 

4：50% 

3：50% 

4：54.5% 

3：45.5% 

3 授業内容のまとまりは、

看護学の教育内容として

妥当性がある。 

4：50% 

3：50% 

4：72.7% 

3：27.3% 

各看護学において横断的

に教育内容を確認し、重

複や整合性、発展性は

日々確認している。 

 

4 授業内容間の重複や整合

性、発展性等が明確にな

っている。 

4：10% 

3：90% 

4：27.3% 

3：72.7% 

＜授業の展開過程＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1 授業形態（講義、演習、実

験、実習）は、授業内容に

応じて選択している。 

4：40% 

3：50% 

2：10% 

4：72.7% 

3：27.3% 

教育内容に応じた授業形

態を選択している。 

 

2 授業展開に用いる指導技

術についての考え方を授

業計画等に明示し、実践

している。 

4：10% 

3：80% 

2：10% 

4：63.6% 

3：36.4% 

各教員の授業計画等に明

示し、実践している。 

 

3 授業の展開過程の他に、

学生の学習が深化、発展

するための方法を意図的

に選択し、学習を支援し

ている。 

3：90% 

2：10% 

4：27.3% 

3：63.6% 

2：9.1% 

意図的な選択は教員歴が

浅い教員には難しく教員

への支援が十分には行わ

れていない。 

 

時間的余裕がなく教員全

体への支援体制が十分に

は行われていない。 

教員を増員することで時

間の確保を行う。 

4 学生に対し効果的な教

育・指導を行うために、

教員間の協力体制を明確

にしている。 

3：80% 

2：20% 

4：27.3% 

3：72.7% 

状況に応じて協力体制を

とっており、特に教員歴

が浅い教員には支援して

いる。 

＜目標達成の評価とフィードバック＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 評価計画を立案し、実践

している。 

4：30% 

3：60% 

2：10% 

4：36.4% 

3：54.5% 

2：9.1% 

評価計画は実践し結果に

基づき授業を改善してい

る。 

各教員の評価を集約でき

ていない。 

評価を集約し分析・改善

につなげる。 1-2 評価結果に基づいて、実

際に授業を改善してい

る。 

4：30% 

3：70% 

4：63.6% 

3：27.3% 

2：9.1% 

2-1 学生および教育活動を多

面的に評価するために、

多様な評価の方法を取り

入れている。 

4：10% 

3：70% 

2：20% 

4：36.4% 

3：45.5% 

2：18.2% 

講義や演習、実習の評価

だけでなく、看護師国家

試験前には模擬試験等も

含め評価し、個人の達成

度も学生と共有してい

る。 

 

2-2 教育目標の達成状況を多

面的に把握している。 

3：60% 

2：40% 

4：36.4% 

3：63.6% 
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3-1 学生に単位認定のための

評価基準と方法を公表し

ている。 

4：40% 

3：60% 

4：72.7% 

3：27.3% 

単位制の説明を入学時、

個人の必要時にシラバス

等で説明している。評価

基準は明示し、学則に則

って評価を行い単位認定

会議で認定している 

 

3-2 単位認定の評価には公平

性が保たれている。 

4：20% 

3：80% 

4：54.5% 

3：45.5% 

＜学習への動機づけと支援＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 シラバスの提示や学習へ

の指導は、養成所全体と

しての一貫性がある。 

4：50% 

3：50% 

4：45.5% 

3：54.5% 

シラバス全体を見直し

一貫性を持たせてい

る。入学時や開講時に

は必ずオリエンテーシ

ョンを行い動機付けし

ている。 

 

1-2 シラバスの提示や学習へ

の指導は、学生の学習へ

の動機づけと支援になっ

ている。 

4：20% 

3：80% 

4：27.3% 

3：72.7% 

Ⅴ 経営・管理過程 

＜設置者の意思・指針＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 養成所の管理者は教育理

念・教育目的についての

考え方を明示している。 

4：30% 

3：70% 

4：45.5% 

3：54.5% 

本校の教育理念・教育目

標は医師会立としての役

割を反映したものであ

り、開設当初から明文化

し共通理解をしている。

教員の入職や異動時には

オリエンテーションを行

っている。必要時には教

務会議や日々のミーティ

ングで説明し、組織の一

員として統一された意思

として一貫性をもたせ運

営している。 

 

1-2 養成所の管理者は教育課

程経営についての考え方

を明示している。 

4：20% 

3：80% 

4：36.4% 

3：45.5% 

2：18.2% 

1-3 養成所の管理者は教育評

価についての考え方を明

示している。 

 

 

4：20% 

3：80% 

4：36.4% 

3：45.5% 

2：18.2% 

1-4 養成所の管理者は養成所

の管理運営等についての

考え方を明示している。 

4：20% 

3：70% 

2：10% 

4：45.5% 

3：36.4% 

2：18.2% 

1-5 明示した管理者の考え

と、設置者の意思とは一

貫性がある。 

4：20% 

3：70% 

2：10% 

4：63.6% 

3：27.3% 

2：9.1% 

1-6 教職員は養成所の設置者

と管理者の考え方を理解

している。 

4：10% 

3：60% 

2：30% 

4：27.3% 

3：54.5% 

2：18.2% 

＜組織体制＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 養成所の組織体制は、教

育理念・目的を達成する

ための権限や役割機能が

明確になっている。 

4：10% 

3：90% 

4：54.5% 

3：45.5% 

学校長・副学校長・事務

長・教務課長・教務係長

の組織体制で権限や役割

機能を明確にしている。 

意思決定システムは専任

教員や実習指導教員と教

務会議・実習会議等で意

見交換し反映させ、決定

事項も周知している。 

教務会議・実習会議に実

習指導等で全教員が参加

できないこともあり、議

事録を読むだけになって

いる場合があることから

意思決定を反映できてい

ない場合がある。 

新カリキュラムとなり実

習指導教員の会議に参加

する時間確保もできつつ

ある。 

1-2 意思決定システムが明確

になっている。 

4：10% 

3：50% 

2：40% 

4：27.3% 

3：63.6% 

2：9.1% 

1-3 意思決定システムは、組

織構成員の意思を反映で

きるように整えられてい

る。 

3：50% 

2：50% 

4：27.3% 

3：45.5% 

2：27.3% 
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1-4 意思決定システムは、決

定事項が周知できるよう

に整えられている。 

4：10% 

3：50% 

2：40% 

4：36.4% 

3：63.6% 

2-1 組織の構成と教職員の任

用の考え方と、教育理念・

教育目的達成との整合性

がある。 

3：60% 

2：40% 

4：27.3% 

3：72.7% 

教職員の任用は看護学の

各領域を考えて行い、教

員の資質を踏まえて教員

間で補完し合うようにし

ている。教員の資質の向

上に向けて教員研修等の

参加を計画的に行ってい

る。 

 

2-2 教職員の資質の向上につ

いての考え方と対策には

教育理念・教育目的達成

との整合性がある。 

3：90% 

2：10% 

4：36.4% 

3：54.5% 

2：9.1% 

＜財政基盤＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 財政基盤を確保すること

についての考え方が明確

である。 

4：10% 

3：60% 

2：30% 

4：27.3% 

3：45.5% 

2：27.3% 

財政は毎年度決算書で

収支決算として予算と

決算を可視化し監査を

受け適正に行ってい

る。定員 40 名から 70

名となり財政が確保で

き教育の質の維持・向

上に反映できるように

なった。 

運営会議で決算書の報

告があり、教務会議で

主要な事項を報告し教

員に周知しているが

「2」の評価がある。 

教員全員が決算書をみて

いないため財政について

意見や経営・管理過程に反

映していない。 

教務会議で財政基盤とし

ての決算書の説明を細か

く教員に説明し、経営・管

理過程に反映できるよう

にする。 

1-2 財政基盤を確保すること

についての考え方は、学

習・教育の質の維持・向

上につながっている。 

3：70% 

2：30% 

4：9.1% 

3：81.8% 

2：9.1% 

2-1 教職員は、養成所がどの

ような財政基盤によって

成り立っているかを理解

している。 

 

3：60% 

2：40% 

4：18.2% 

3：63.6% 

2：18.2% 

2-2 教職員のそれぞれの観点

からの財政についての意

見は、経営・管理過程に

反映できるようになって

いる。 

3：50% 

2：50% 

4：9.1% 

3：54.5% 

2：36.4% 

＜施設設備の整備＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 学習・教育環境の整備に

ついて、管理者の考え方

を明示している。 

4：10% 

3：70% 

2：20% 

4：27.3% 

3：54.5% 

2：18.2% 

校舎も 15 年目となり学

習・教育環境のハード面

の整備が必要であり日々

考え、管理会議で検討し、

整備計画から計画的に実

施している。（電子ﾃｷｽﾄと

なり ipad使用やWi-Fiの

設置、エアコン洗浄、講

堂使用時の机椅子の購

入、同窓会からコロナ感

染対策のため医療用空気

清浄機の設置等） 

管理者の意図が全教員に

周知できていないところ

もあるため、口頭だけで

なく文書での提示と説明

を行い理解につなげる。 

1-2 管理者の考え方に基づい

て整備計画を立案し、実

施している。 

3：80% 

2：20% 

4：27.3% 

3：54.5% 

2：18.2% 

2-1 看護の専門職教育に必要

な施設設備を計画的に整

備している。 

4：10% 

3：50% 

2：40% 

4：27.3% 

3：63.6% 

2：9.1% 

看護の教材など必要時計

画的に購入している。特

に実習できないような母

性や小児ではシュミレー

ション教育が必要であり

優先的に購入して整備し

ている。 

ＩＣＴについての知識や

技術が不十分である。 

専門家の助言などを聞き

進めていく。 2-2 医療・看護の発展や学生

層の変化に合わせて、施

設設備を整備・改善して

いる。 

 

4：10% 

3：60% 

2：30% 

4：18.2% 

3：63.6% 

2：9.1% 

1：9.1% 



10 

 

3-1 養成所が設置されている

地域環境との関連から学

生および教職員にとって

の福利厚生の施設設備の

整備を検討している。 

3：30% 

2：60% 

1：10% 

4：9.1% 

3：63.6% 

2：18.2% 

1：9.1% 

教員や学生の要望から自

販機の設置や障がい者施

設からの販売、婦人会か

らの紹介で飲食の販売な

ど行っている。年に 1 回

ほどアンケートをとり要

望をとっている。 

アンケートの内容を具体

的に聞き取れていない。 

具体的内容から改善策を

考える。 

3-2 学生が学生生活を円滑に

送り、教職員が職務を円

滑に遂行できるように施

設設備の整備している。 

3：70% 

2：30% 

4：18.2% 

3：63.6% 

2：18.2% 

＜学生生活の支援＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 学生が入学後に学修を継

続できる支援体制を多角

的に整えている。 

3：90% 

2：10% 

4：36.4% 

3：54.5% 

2：9.1% 

入学後 3 者面談を実施

し、三年間のｽｹｼﾞｭｰﾙを

説明から学生への支援

について保護者と教員

で共有している。 

入学案内や入学前に日

本学生支援機構や病院

からの奨学金、県の修

学資金などの案内をし

ている。社会人入学生

には「専門実践教育訓

練の給付金」の指定を

受けており案内してい

る。奨学金などのパン

フレットを閲覧しやす

いようにラウンジに置

いている。 

継続できるように、休

学・退学がないように

学習面や生活面につい

て指導しカウンセリン

グなども行っている。 

 

1-2 学生が活用しやすいよう

に学生生活の支援体制を

整えている。 

4：10% 

3：80% 

2：10% 

4：36.4% 

3：45.5% 

2：18.2% 

1-3 支援体制は、実際に学生

に活用され、学修の継続

を助けている。 

3：90% 

2：10% 

4：36.4% 

3：54.5% 

2：9.1% 

＜養成所に関する情報提供＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 教育・学習活動に関する

情報提供を関係者（保護

者等）に行っている。 

3：90% 

2：10% 

4：18.2% 

3：54.5% 

2：27.3% 

入学後３者面談で三年間

の学習スケジュールの情

報提供し、協力・支援に

ついて保護者と教員で共

有している。その後は必

要時電話連絡、面談等を

実施している。 

 

1-2 関係者（保護者等）への

情報提供は関係者から協

力・支援を得ることにつ

ながっている。 

3：80% 

2：20% 

4：27.3% 

3：18.2% 

2：45.5% 

1：9.1% 

2-1 看護師等を養成する機関

としての存在を、十分に

アピールする広報活動を

適切に行っている。 

4：20% 

3：60% 

2：20% 

4：18.2% 

3：72.7% 

2：9.1% 

ホームページや高校訪

問・ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ、オープンキ

ャンパス、一日看護学生

体験、ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑなどから

本校の学生の様子や校内

の学習環境をアピールし

ている。 

 

2-2 広報の内容は、社会的説

明責任を果たすものにな

っている。 

 

 

 

4：10% 

3：70% 

2：20% 

4：18.2% 

3：81.8% 
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＜養成所の運営計画と将来構想＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 養成所は明確な将来構想

のもとに、運営の中・長

期計画、短期計画、年間

計画を立案している。 

4：20% 

3：50% 

2：30% 

4：18.2% 

3：54.5% 

2：27.3% 

医師会立であることから

看護学校事業計画を運営

会議、医師会総会等で発

表し意見をもらってい

る。 

学校運営上、定員を 40 名

から 70 名に増員とした

が、少子化により受験生

の減少となっている。今

後も意見を聴き将来構想

を考えていく。 

1-2 その実施・評価は将来構

想との整合性をもってい

る。 

4：10% 

3：60% 

2：30% 

4：9.1% 

3：63.6% 

2：27.3% 

＜自己点検・自己評価体制＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 自己点検・自己評価の意

味と目的を理解してい

る。 

4：30% 

3：60% 

2：10% 

 

4：54.5% 

3：45.5% 

細則に規定しており自己

点検・自己評価の意味と

目的は明確にしている。 

アンケートは実施してい

たが、結果の分析と改善

が十分ではなかった。 

アンケート結果の分析が

できていなく知識・方法

が明確になっていない。 

本年度の分析から知識と

方法を導けるようにす

る。 

1-2 実際に自己点検・自己評

価を行うための知識と方

法を明確にもっている。 

3：70% 

2：30% 

4：9.1% 

3：81.8% 

2：9.1% 

2-1 自己点検・自己評価体制

を整え、運用している。 

3：70% 

2：30% 

4：18.2% 

3：81.8% 

委員会を立ち上げてお

り、本年度より年に１回

学校関係者評価委員会に

て評価と改善点を明確に

する。 

個々には改善している

が、全体として改善点が

明確ではなくフィードバ

ックができていなかっ

た。教育理念・教育目的・

教育目標の維持・改善も

十分ではなかった。今年

度体制を整え取り組みた

い。 

 

2-2 自己点検・自己評価は、

養成所のカリキュラム運

営、授業実施にフィード

バックするように機能し

ている。 

4：10% 

3：70% 

2：20% 

4：18.2% 

3：81.8% 

2-3 自己点検・自己評価体制

は、養成所の教育理念・

教育目的・教育目標の維

持・改善につながるよう

に機能している。 

3：80% 

2：20% 

4：18.2% 

3：72.7% 

2：9.1% 

Ⅵ 入学 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1 教育理念・教育目的との

一貫性をもって入学者選

抜についての考え方を述

べている。 

4：10% 

3：60% 

2：30% 

4：36.4% 

3：54.5% 

2：9.1% 

アドミッション・ポリ

シーを指針として近年

の高校生の学力や大学

志向を考え、入学試験

を面接試験と国語のみ

の学力試験を実施し

た。 

受験者数は近年 100 名

以上であったが、Ｒ６

年 85 名となり、受験者

/合格者数も 1.43 倍か

ら 1.12 倍と低率となっ

た。学生募集をＨＰや

学校訪問だけでなくｲﾝ

ｽﾀｸﾞﾗﾑや地域のｲﾍﾞﾝﾄ

などに参加し、ミニオ

ープンキャンパスも２

回実施し積極的に広報

活動を行った。 

少子化で受験生の減少は

避けられないため、入学し

た学生には丁寧に学力と

生活の指導を行っている。 

教員の方が疲弊ぎみとな

っていることから学生指

導について教員間で情報

共有し、カウンセラーや学

生指導教員からのアドバ

イスやカウンセリングを

している。 

教員に時間的余裕ができ

るようにすることも必要

と考える。 

 

 

2 入学者状況、入学者の推

移について、入学者選抜

方法の妥当性及び教育効

果の視点から分析し、検

証している。 

4：10% 

3：80% 

2：10% 

4：45.5% 

3：54.5% 
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Ⅶ 卒業・就業・進学 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1 卒業時の到達状況を捉

える方法が明確であり、

計画的に行っている。 

 

 

4：20% 

3：80% 

4：54.5% 

3：45.5% 

卒業時教育内容・看護

技術到達度などのｱﾝｹｰ

ﾄを計画的にとってい

る。国家試験の合格率、

個々の獲得点数を分

析・把握し教員全員で

共有して各自の教育活

動に活かしている 

 

2-1 卒業時の到達状況を分

析している。 

4：10% 

3：90% 

4：45.5% 

3：45.5% 

2：9.1% 

2-2 卒業生の就業・進学状況

を分析している。 

4：20% 

3：70% 

2：10% 

4：45.5% 

3：36.4% 

2：18.2% 

教員全員で現状を把

握・分析し次年度の学

生指導に活かしてい

る。１年次より熊本の

地域に根差した看護師

養成について話をして

いる。８割以上が熊本

で就職している。 

 

2-3 卒業生の到達状況、就

業・進学状況についての

分析結果は、教育理念・

教育目標との整合性が

ある。 

4：10% 

3：80% 

2：10% 

4：27.3% 

3：45.5% 

2：27.3% 

学生便覧やシラバスに

教育理念・教育目的・教

育目標・学年別到達目

標を具体的に提示して

いるため周知できてい

ると考える。 

 

3-1 卒業生の就業先での評

価を把握し、問題を明確

にしている。 

3：90% 

1：10% 

4：9.1% 

3：45.5% 

2：36.4% 

1：9.1% 

病院から就職募集での

来校時や実習打ち合わ

せ会の際、卒業生の様

子を聞き把握してい

る。 

調査などの実施や体制な

どは十分ではない。 

限界もあるがアンケート

実施し学校で学んだこと

を実践に活かせているの

か再度検討する。 

3-2 卒業生の就業先との情

報交換や調査の実施等

ができる体制を整えて

いる。 

4：10% 

3：60% 

2：20% 

1：10% 

4：9.1% 

3：45.5% 

2：36.4% 

1：9.1% 

4-1 卒業生の活動状況を把

握し、統計的に整理して

いる。 

3：50% 

2：40% 

1：10% 

4：9.1% 

3：45.5% 

2：36.4% 

1：9.1% 

ホームカミングを実施

し現状の把握と学校に

望むことの意見を得ら

れた。本校で学んだ知

識や技術、校訓の「礼

節」などが仕事上活か

されているといった。

離職の少なさも評価で

きると考える。 

評価のための方法が整っ

ていないので教育理念・教

育目的・教育目標、授業の

展開に活用が十分ではな

い。 

統計的に整理・分析し活用

できるように会議で提示

する。 

4-2 卒業生の活動状況の分

析結果を、教育理念・教

育目的・教育目標、授業

の展開に活用している。 

3：60% 

2：30% 

1：10% 

4：9.1% 

3：54.5% 

2：27.3% 

1：9.1% 
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Ⅷ 地域社会／国際交流 

＜地域社会＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1-1 社会との連携に向けて、

地域のニーズを把握して

いる。 

3：60% 

2：40% 

4：18.2% 

3：72.7% 

1：9.1% 

熊本市内の中心部に位置

し、熊本市医師会本会と

同じ建物で、熊本市医師

会病院熊本地域医療セン

ターがあることから地域

の特徴は把握しやすい立

地の学校である。 

看護教育活動では「地域・

在宅看護論」の講義で調

べ学習や防災センター見

学、熊本県母性衛生学会

に全員参加することで地

域社会のニーズや多職種

連携の学習を取り入れて

いる。健診センター・ヘ

ルスケアセンターの実習

では健康に関する地域社

会のニーズの把握とアセ

スメントを行っている。 

熊本城マラソンなど地域

のイベントに医療チーム

として参加している。 

ホームページやオープン

キャンパスなどで本校の

情報を発信している。 

 

第２看護学科が本荘地区

自治会や本荘小学校との

地域交流の教育活動の情

報を得ている。 

地域内の学習・教育活動

が学生の希望者のみの参

加となっている。なるべ

く卒業までに全学生が何

らかの地域交流活動に参

加できるようにする。 

カリキュラムを見直し教

育活動ができるような時

間の確保を検討する。 

 

1-2 看護教育活動を通して地

域社会への貢献を組織的

に行っている。 

3：60% 

2：30% 

1：10% 

4：18.2% 

3：63.6% 

2：9.1% 

1：9.1% 

2-1 養成所の教育活動につい

て、地域社会のニーズを

把握する手段をもってい

る。 

 

3：70% 

2：30% 

4：9.1% 

3：45.5% 

2：27.3% 

1：18.2% 

2-2 養成所から地域社会への

情報を発信する手段をも

っている。 

3：60% 

2：40% 

4：9.1% 

3：54.5% 

2：27.3% 

1：9.1% 

3-1 養成所が設置されている

地域の特徴を把握してい

る。 

3：80% 

2：20% 

4：18.2% 

3：63.6% 

2：9.1% 

1：9.1% 

3-2 地域内における諸資源を

養成所の学習・教育活動

に取り入れている。 

3：70% 

2：20% 

1：10% 

4：27.3% 

3：63.6% 

2：9.1% 

＜国際交流＞ 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1 国際的視野を広げるため

の授業科目を設定してい

る。 

4：40% 

3：50% 

2：10% 

4：54.5% 

3：45.5% 

国際看護学は海外で活動

をされた元看護教員の講

師やカナダ人の英語講師

に教授して頂き国際的視

野を広げられるようにし

ている。コロナ禍以前は

カナダへの短期留学や帰

国子女などを受け入れ体

制を整えた。また、海外

へ留学予定の卒業生へシ

ラバスより学習内容の証

明を行った。 

外国から医師団の交流の

際、学校訪問など受け入

れた。 

コロナ禍以前の様な対象

者がいなく、情報提供や

環境が整っていない。 

なるべく早期にコロナ禍

以前のように体制や環境

を整えていく。 

2 国際的視野を広げるため

の自己学習に適した環境

を整えている。 

3：50% 

2：40% 

1：10% 

4：18.2% 

3：45.5% 

2：27.3% 

1：9.1% 

3 海外からの帰国学生や留

学生の受け入れ体制を整

えている。 

3：20% 

2：50% 

1：30% 

3：45.5% 

2：18.2% 

1：36.4% 

4 留学や海外において看護

職に就くこと等を希望す

る学生に対応できる体制

を整えている。 

3：10% 

2：50% 

1：40% 

4：9.1% 

3：18.2% 

2：36.4% 

1：36.4% 
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Ⅸ 研究 

 評価項目 
Ｒ５ 

自己評価 
Ｒ６ 

自己評価 
現状の取組状況 課題と改善策 

1 教員の研究活動を保障

（時間的、財政的、環境

的）している。 

3：30% 

2：40% 

1：30% 

4：9.1% 

3：36.4% 

2：27.3% 

1：27.3% 

オンラインの研修は十分

活用しているが、コロナ

禍以前のような研修等の

参加者が少なく十分では

ない。また、研究活動に

おいても同様である。 

臨床現場の人材育成に重

きおき、支援体制が十分

ではない。 

教員が研修や研究活動で

きるように計画的に支援

体制を整える。 

2 教員の研究活動を助言・

検討する体制を整えてい

る。 

3：30% 

2：40% 

1：30% 

4：9.1% 

3：36.4% 

2：27.3% 

1：27.3% 

3 研究に価値をおき、研究

活動を教員相互で支援し

合う文化的素地が養成所

内にある。 

3：30% 

2：30% 

1：40% 

4：9.1% 

3：27.3% 

2：36.4% 

1：27.3% 

 


